
魚類は進化の過程で、遺伝子重複起こっています。ですから、本来１種類しかない遺
伝子が、遺伝子重複により２種類になり、２種類が４種類になります。４種類できたうち
の１つがなくなっているので、女性ホルモンの受容体は、真骨魚類では３種類あります。
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ポリプテルスは非常に原始的な魚で、エストロゲン受容体は１種類しかありません。
アロワナには２種類あります。さらに、メダカなどの真骨魚類は３種類あって、それぞれ
応答性が違います。これらの進化的な研究と、其々のエストロゲン受容体サブタイプの
機能を明らかにする必要があります。
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尻鰭の乳頭状小突起です。雄の尻鰭は平行四辺形で大きくて、白いつぶつぶが見え
ているのが乳頭状小突起です。雌の尻鰭は小さく乳頭状小突起はありません。男性ホ
ルモンが作用すると、雌の尻鰭にも乳頭状小突起ができますが、乳頭上小突起が形
成されるメカニズムを調べてみると――
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Lef1とBmp7という２つの遺伝子が関係しています。男性ホルモンによってこれらの

遺伝子が発現し、細胞が増殖して中心部はカルシウムが沈着した骨ができます。骨で
すから、一旦形成された乳頭状小突起は消えません。
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一連の研究から、精巣卵と関連する遺伝子を探索して、zona pellucidaという遺伝子

の発現があると、精巣卵ができていることを見出し、精巣卵のマーカー遺伝子として使
えることを示しています。
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